
2.データ分析
本研究では、Pruningによる⼤規模NLPモデルのステレオタイプをキーワードでMetric（機械
的）にグループ分けしている先⾏研究「Simon�Says:�evaluating�and�Mitigating�Bias�in
Pruned�Neural�Networks�with�Knowledge�Distillation」�で使⽤されている
SDE(Symmetric�Distance�Error)とCEV(Combined�Error�Variance)という⼆つのアルゴリズ
ムで分析を⾏った。Pythonを利⽤し、分析を⾏った。
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要旨
近年爆発的になったAIのNLP（⾔語処理）モデルCHATGPT率いる様々なサービスがある。GPTは毎⽇６００万⼈以上のユーザーがいるなどと、影響⼒
が⼤きい。だが、バイアスが⼊っているという危険性がある。今までの先⾏研究では、これらのバイアスレベルが具体的に⽰されていない。それをク
ラウドソーシングで２２００⼈以上のリスポンスデータを元CEV,SDEアルゴリズムで分析し、結果バイアスレベルだけでなく、NLPモデルにおける
「性格」を発⾒することができた。
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現在のNLPモデルは利⽤価値の期待が⾼まっており、近い未来サーチエンジンの代⽤となると
考えられている。だが、NLPプロセスにおいて教材データや使⽤されているアルゴリズム、⼿
動で⾏われやすいデータプロセシングの際にバイアスが⽣じてしまう。実際、政治的な視点だ
ったり、ナショナリティについてのPromptではバイアス・差別が⽣じやすいと先⾏研究では
わかっている。⼤規模NLPモデルにバイアスがかかっていると利⽤者において⼤きな危険性と
なってくる。
これを回避するために、⼤規模NLPモデルが持っているバイアスレベルを主にHuman
Annotatorによって明らかにする。

本研究では、Amazon�Mechanical�Turkというクラウドソーシングを通して、現在⼀番注⽬され
ているGPT3.5,GPT4,BARDのバイアスレベルを測っていく。測り⽅としては、沼崎誠@東京都
⽴⼤学の情報提供による「北村�英哉�(編集),�唐沢�穣�(編集)�偏⾒や差別はなぜ起�こる?:�⼼理メカ
ニズムの解明と現象の分析�」やJohnson�Gabbrielle�Mによる「Structure�of�Bias」�を元にバイ
アスを５つに分けそれらの度合い(1~5)を測っている。また、Promptは2021Google�Analystic
の検索数トップのニュースでその回答について測るというものだ

バイアス：
Relevance・Representation
Bias・Stereotyping・
Neutrality・Assumptions

1.Mturk
Mturkを通して、結果2,689のリスポンス、2,223ユニーク回答者とな
った。

例(GPT3�によるLGBTQ+に対する差別的な発⾔)：

CEV（Combined�Error�Variance：組み合わせ誤差分散）：

SDE（Symmetric�Distance�Error、対称距離誤差）：

CEV・SDE分析により、⼤規模NLPモデルについて詳しく分析を⾏うことができた。例えば、
BARDのCEVグラフでは、Neutrality(中⽴性）とRelevance（適切度）が強い関係性を持っている
とわかった。つまり、中⽴的に情報を保とうとすると適切な情報を提供できなくなってしまう。
この様な関係性をより視覚的に表したのがSDEのレーダーチャートである。GPTらの構造は両⽅と
もステレオタイピングの値がマイナス（バイアスレベルが⾼い）で代わりにレラヴァントとアサン
プションなどがプラス（バイアスレベルが低い）となっている（Stereotypeするが、Neutralに回
答してくれる）。BARDの構造は違う、レラヴァントのバイアスレベルがとても低い代わりに他の
アスペクトのバイアス度が⾼い（BARDは単⼑直⼊にいうが、neutralな返答はできない）。
また、下の表を⾒てもらうと分かるようにモデルによって話の進め⽅が違う。�GPT�らは必ず最初
に「I�Don�t�have�personal�opinions�or�emotions...」と�NLP�における限界を述べてから進めて
おり論理�的に話を進めているのが分かる。だが、BARD�はそれに⽐べてセ�ーフティウォールが少な
いのか⾃らの意⾒を最初から述べてい�る。�

私は、この様な構造は性格の様な要素があると考えた。各企業のアルゴリズムやデータ・アクイジ
ョンの仕⽅などによってモデルの優先度を伺える。
ニュースやサーチエンジンとして使⽤する未来に向けて、どの様な「性格」を優先するかをNLPモ
デルに考えなければならないのと、データ不⾜により⽣じる「無いものを⽣み出す」バイアスを避
けるための開発ステップについても考える必要がある。

3.考察
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単⼑直⼊に⾔うとまだまだNLPモデルにはバ
イアスがある。バイアスが無い状態を5とした
のに、すべてのモデルでは平均値が3.6~3.8を
彷徨っていた。
世界中の⾊々なバックグランドを持つ⽅々の回答を集めることで、より客観的なデータを取ることが
できた。また多くの論⽂を通して研究の独⾃性を保つことができた
展望は、今回５つのアスペクトだけから考えたが、バイアス以外のアスペクトも⼊れ、NLP開発にお
けるアスペクトの優先度と⾔うものをはっきりとさせたい。より、今後開発されるであろうAGIに最
適な「性格」というものを考えられる。今回は資⾦的にGPUを使⽤してNLP開発は⾏うことはでき
なかったが、今後⾏っていきたいと考えている。
（また、現在はより多いモデルの「性格」を測るためにGPT以外の代表的なNLPであるLlama-2,
Claude,�T5-Large,�Vicuna,�Bloomの測定を⾏っている）

この研究を進めるにあたり、東京都⽴⼤学⼈⽂社会学部�⼈間社会学科�⼼理学教室、
⼈⽂科学研究科�⼈間科学専攻�⼼理学・臨床⼼理学分野の教授、沼崎誠先⽣からの貴
重な情報提供を受けました。ま�た、東京⼤学⼤学院�⼯学部系研究科�技術経営戦略学
専攻の中野聡⼤⽒と東京学芸⼤学附属国際中等�教育学校の教師、河野真也先⽣から
は、研究を進める過程での指導と助⾔を賜りました。これらの�先⽣⽅の深い知識と経
験に裏打ちされたアドバイスのおかげで、私の研究は⼤きく前進することが�できまし
た。この場を借りて、⼼からの感謝を申し上げます。�
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